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新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（仮称）  

の導入について  

 

今般、厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部より都道府県等に対

し標記の事務連絡が発出されました。 

本件は、保健所等の業務負担軽減及び情報共有・把握の迅速化を図るために開

発・導入する新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（仮称）

の先行利用を希望する保健所の募集等を行うものであります。 

 

本システムの趣旨は、新型コロナウイルス感染症患者数の増加による事務量の

増加、軽症者等の宿泊療養や自宅療養の実施に伴う患者居所の多様化、行政検査

業務や自宅療養患者等に対するフォローアップ業務（以下「健康ＦＵ」）等の委

託による多数かつ多様な関係者の関与、広域調整の必要性等の観点から、より効

率的に患者等に関する情報を収集し、地域の関係者あるいは必要に応じて地域外

の関係者の間で共有できるようにすることにあります。 

 

同事務連絡及び別添・別紙に記載があるとおり、本システムの活用により、保

健所、自治体、国、新型コロナウイルス感染症対策に取り組む医療機関、関係業

務を受託している医師会の間での情報共有が即時に行えるようになり、さらに効

果的な施策を講ずることが可能になること等が期待されております。 

また、本システム稼働後は、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関

する法律に基づく新型コロナウイルス感染症に関する医師から保健所への発生届

等は本システムへの入力とする予定とのことです。 

さらに、地域外来・検査センターや健康ＦＵに係る委託元自治体への業務報告 



 

 

は、本システムへの入力により行ったものとみなされます。自宅療養・宿泊療養

中の患者の健康情報を医師がオンラインで確認することも可能となります。 

 

なお、個人情報保護の観点から、都道府県医師会が郡市区医師会等と同様の患

者情報を共有するためには、地域外来・検査センターや健康ＦＵ等の業務を当該

医師会とともに受託する必要があります（自宅療養については、令和２年４月１

４日付日医発第 74 号（地 40）（健Ⅱ33）の文書及び同封「委託契約書（参考例）

のご案内 ver.1.0」を以て貴会に連絡済み）。 

その他、概要については同事務連絡別紙をご参照ください。 

 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただくとともに

管下郡市区医師会への周知方につきご高配のほどお願いいたします。また、本シ

ステムの稼働後は、保健所等との業務分担、関係機関との情報共有、効果的な施

策の検討と実施等の都道府県協議会等を含む各地域での有効活用につき、よろし

くお願い申し上げます。 

























新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（仮称）

～情報共有の迅速化・事務負担軽減につながる機能～

１.発生届を電子的に行うことが可能となります！

 医師が発生届を電子的に行った場合、保健所がシステムに入力する手間が省けます。
 医師も手書きでFAXする作業から解放され負担が軽減されます。
 本システム稼働後は、新型コロナウイルス感染症についてはNESIDへの入力を不要としま

す（新型コロナウイルス感染症に係るNESIDの情報は本システムに移行します）

４.都道府県、国等と即時に必要な統計情報が共有されます！

３.患者の居所情報・重症度等が関係者間で共有できます！

５. 迅速な情報把握を基に、データ分析が充実します！

２.患者の健康フォローアップにアプリを活用できます！

 これまで、国が保健所の業務に関連して報告を求めてきた事項について、システムに入力い
ただいた情報から確認できるようになるため、問い合わせが大幅に減少します！

 都道府県等における取りまとめ業務が不要となります（都道府県等は管轄内の必要な情報を
本システム上で閲覧できます。）。

 基本的な統計データが自動的に集計され、手作業が減少します。
注）国や都道府県は必要な範囲に限ってのみ情報を閲覧します。患者氏名、連絡先等個人が特定できる
情報は、統計情報共有時には閲覧できません。

 入院が必要な患者の状態等の情報が、保健所や都道府県調整本部等との間で即時に共有可能
となり、入院調整や宿泊療養先の調整を迅速に開始できます。

 関係者間で患者の居所や症状等が即時に共有できるため、医療資源や宿泊先施設の効率的に
活用できます。また、医師会等委託先の関係者とも共有でき、報告等の負担が軽減されます。

 宿泊療養・自宅療養中の患者本人が健康状態をスマホ等で報告することが可能となり、健康
状態の聞き取り作業を大幅に効率化できます。

 医師・保健師・看護師等健康フォローアップを実施する者（医師会等受託機関含む。）が、
患者の健康状態をグラフ等で図示した形で確認することができ、症状の変化等を適切に把握
し対応することができます。

 新型コロナウイルス感染症の発生動向を保健所や都道府県等、国との間で迅速に共有でき、
クラスター発生動向の把握・対策の展開ほか、効果的な対策の検討に活かせます。

（別紙２）



◎ 患者等ＩＤ（※システムで発行） －

◎ 患者氏名／ふりがな／性別／生年月日／年齢 医

患者住所／患者電話番号（自宅・携帯）／メールアドレス／勤務先等／国籍 医

◎ 高齢者等である同居家族の有無 保

居住地の保健所名 保

新型コロナウイルス感染症の診断を行った医療機関（届出医療機関）の名称／所在地／電話番号
／届出日／担当医師名

医

◎ 届出受理自治体名／届出受理保健所（※システムで発行） －

◎ 新型コロナウイルス感染症検査の結果判明日／結果内容／行政検査に該当するか 保／医

新型コロナウイルス感染症検査の検体材料／検体採取日／結果予定日／検査方法・検査施設 保／医

他の検査の有無／検査結果（実施した場合） 保／医

初診年月日／診断年月日／感染推定日 医

◎ 発症年月日／重症の診断日 医

入院待機情報 保／医

◎ 入院の有無 医

入院医療機関の名称／診療科／所在地 医

◎ ＩＣＵ入室／人工呼吸器・ＥＣＭＯの使用有無 医

受診後の医療行為（年月日、医療行為の内容等） 医

◎ 転帰／退院日／死亡日 医

基礎疾患等の情報（基礎疾患の有無／免疫抑制剤の使用有無／妊娠の有無・週数／喫煙の有無
等）

医

診断前の臨床経過・治療内容・その他特記事項等 医

自宅療養中のフォローアップ担当医療機関名／担当医 保

緊急搬送先となる医療機関名／担当医名 保

かかりつけ医療機関名／担当医名 保

◎ 健康観察票に沿って健康観察を行った日付／結果（※項目は健康観察票のとおり） 保（委託可）／患

◎
療養中に医療機関を受診（訪問診療、往診等を含む）した場合の日付／医療機関名（※新型コロ
ナウイルス感染症に係る医療等に限る。）

保（委託可）／患

◎ 感染リンクの有無 保

渡航期間（該当がある場合）／推定感染場所／発症前の医療機関受診の有無 保

その他行動歴 保

行動調査を行った日／方法／回答者／接触日・時刻　等 保

◎ 報告年月日 医

◎ 死体検案の有無／実施した日 医

◎ 診断時の症状／診断方法／検体の種類 医

◎ 感染原因・感染経路の確定（推定）有無及び内容／感染地域の確定（推定）有無 医

３．宿泊療養・自宅療養に関する情報

４．感染源特定・行動歴等に関する情報

５．発生届に関する情報

新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システムの入力項目（イメージ）

１．患者・接触者及び支援関係者の基本情報

２　検査・診断に関する情報

【凡例】◎：入力必須項目 保：主に保健所又は都道府県が入力することを想定

医：主に医療機関が入力することを想定 患：主に患者が入力することを想定

※実際のシステム上は、主な入力者以外にも編集や閲覧を可能とする者を設定する予定。

別紙３




